
高砂市連合自治会会則 

 （名称及び事務所） 

第１条 本会は、「高砂市連合自治会」（以下「連合自治会」という。）と称し、事務所

 を高砂市役所内に置く。 

 （構成） 

第２条 本会は、高砂市内の各単位自治会長及び各地区連合自治会の役員をもって構成

する。  

（目的） 

第３条 本会は、各自治会相互の連絡調整と円満な運営を行い、あわせて公正な市行政と

 相協力してよりよい郷土づくりに寄与することを目的とする。 

 （事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （1） 自治会運営に関する意見交換及び研究を行うため、各種会合を開催すること。 

 （2） その他目的達成に必要な事業 

 （役員の定数） 

第５条 本会に次の役員を置く。 

      会  長     １ 名 

      副 会 長     ２ 名 

      会  計     １ 名 

      監  事     ２ 名 

      常任理事     若干名 

      理  事     若干名 

 （役員の任務） 

第６条 役員の任務は、次のとおりとする。 

 （1） 会長は、本会を代表し、会務を統括し、かつ会議を招集する。 

 （2） 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはその任務を代行する。 

 （3） 会計は、本会の会計事務一切を処理する。 

 （4） 監事は、本会の会計を監査する。 

 （5） 常任理事は、理事会に付議する事項について調整するとともに緊急の課題を処

理する。 



 （6） 理事は、本会の事務執行の任にあたるとともに、地区の意見を集約する。 

 （顧問） 

第７条 本会に顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、理事会が推薦し、本会の相談役として、理事会に出席し、発言することがで

 きる。 

 （役員の選出） 

第８条 役員の選出は、次のとおりとする。 

 （1） 会長及び副会長は、理事会で互選し、総会で決定する。 

 （2） 理事は、各地区連合自治会の正副会長をもってあて、そのうち会長を常任理事

にあてる。  

 （3） 会計及び監事は、理事会の推薦により総会で決定する。 

 （役員の任期） 

第９条 役員の任期は、１年とし、再選を妨げない。ただし、欠員により就任したものの

 任期は、前任者の残存期間とする。 

 （総会） 

第１０条 総会には、会員が出席するものとする。 

２ 総会は、毎年１回会長が招集する。ただし、会長が必要と認めたときは、又は会員の

 ３分の１以上の要求があったときは、臨時総会を招集する。 

３ 緊急を要する場合は、理事会をもって総会にかえることができる。 

 （総会の権限） 

第１１条 総会は、次の事項を付議する。 

 （1） 予算及び決算の承認 

 （2） 事業計画の議決 

 （3） 会則の制定及び改廃に関すること。 

 （4） その他重要事項に関すること。 

 （理事会） 

第１２条 理事会には、会長、副会長、会計及び理事が出席するものとする。 

２ 理事会は、必要に応じ、会長の招集により、その都度開催する。 

３ 理事会は、次の事項を付議する。 

 （1） 総会に提出する議案 



 （2） 単位自治会（町内会）加入の承認 

 （3） 事業の執行その他必要なこと。 

 （定数） 

第１３条 総会は会員の、理事会は役員のそれぞれ過半数の出席で成立する。 

 （会計） 

第１４条 連合自治会運営に必要な経費は、会費その他の収入をもってあてる。 

２ 前項の会費は、毎年度、地区連合自治会から均等割と戸数割を徴収するものとし、そ

 の額は理事会で決定する。 

 （会計年度） 

第１５条 本会の会計は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （その他必要事項） 

第１６条 この会則の実施について必要な事項は、理事会に諮り会長が定める。 

 

   附 則 

 この会則は、昭和５０年４月１日から実施する。 

 

   附 則 

 この会則は、昭和５６年４月２３日から実施する。 

 

   附 則 

 この会則は、昭和５６年１０月２７日から実施する。 

 

   附 則 

 この会則は、昭和５９年５月２６日から実施する。 

 

   附 則 

 この会則は、昭和６３年５月２８日から実施する。 

 

附 則 

 この会則は、平成２９年５月２７日から実施する。 

 


